
デジタル庁職員による生成AIの利用実績

2025年8月29日

若手が日本の未来を創るなら、社会は今、AIに投資せよ！

戦略・組織G AI実装戦略総括
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¸ 人口減少と少子高齢化による担い手不足が深刻化する我が国では、公共サービスを維持・強化するためには、政府及び地方公共団体

の生成AIをはじめとするAIの積極的な利活用が不可避となっている。

¸ デジタル庁は、政府における生成AIの利活用推進を担当しており、利活用の促進とリスク管理とを表裏一体で推進し、政府が率先し

て安全・安心な生成AIの活用を推進するための環境を整備する。

¸ このため、デジタル庁では、本年５月以降、「ガバメントAI」に係る取組の一部として、デジタル庁全職員が利用できる生成AI利用

環境（プロジェクト名：源内（げんない））を内製開発で構築し、国会答弁検索AIや法制度調査支援AIなど、行政実務を支援する複数

のアプリケーションを提供することで、行政の現場での利用状況や課題を把握する検証を進めてきた。

ü 2025年５月から７月までの３か月間で、デジタル庁職員約1,200人中、約950人（全職員の約８割）のデジタル庁職員が源内の利用を行

い、生成AIの利用回数は、のべ６万5,000回以上に達した。これは、源内を利用した職員１人当たり平均70回の利用回数となり、業務に

おいて生成AIが定期的に利用されている状況。

ü ユースケース別の利用回数では、チャット（対話型AI）の利用がトップとなり、ついで文章生成や要約、校正、画像生成、翻訳などの汎

用AIアプリが多数利用された。また、個別の行政実務に特化した生成AIアプリ（行政実務用AIアプリ）も使用された。

¸ 検証の結果、生成AIは行政機関に必要不可欠なデジタル技術であり、行政の効率化・省力化に有効であることが確認できました。

¸ 他方、デジタル庁における生成AIの利用は両極端化していることが判明した。一部の職員は積極的に活用している一方で、利用頻度

が低い職員も存在することが明らかになった。この結果を踏まえ、デジタル庁では今後も検証を継続し、職員全体の理解促進と、よ

り実用的な生成AIツールの開発・提供に取り組む。

ü 利用回数の分布状況を確認すると、３か月間で100回以上利用した職員が150人以上いたものの、わずか5回未満の利用に留まる職員が

170人に達した。生成AIを普段使いする職員が多数存在するものの、わずかな利用回数で離脱した職員もいたことも明らかになった。

ü デジタル庁職員の職制上の段階別の利用回数の分布を確認すると、若手職員や民間人材は生成AIを多用する傾向にある一方、課長級職員

の半数は生成AIの利用実績がゼロにとどまるといった結果が得られた。

¸ 社会全体へのAI実装の促進に向け、今後もデジタル庁として率先してAIの活用を推進する予定であり、政府及び地方公共団体に対し

て、デジタル庁での源内の検証実績と経験の共有を進めるとともに、官民連携によるAIエコシステムを形成していく予定。

デジタル庁における生成AIの利用実績と今後の取組
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デジタル庁による生成AIの利用実績（2025年５月から７月までの間）

¸デジタル庁内では、生成AIを利用する職員が一定数あり、生成AIの継続的な活用が定着
¸デジタル庁内では、チャット（対話型AI）や文章生成に係る生成AIの利用ニーズが高いことが判明

図１ 利用人数の推移（週別） 図２ ユースケース別の利用人数（利用者数の多かった上位10アプリ）

5月 6月 7月

※ 利用人数：源内の利用登録を行っているデジタル庁職員であって、かつ、その週に一度でも生成AIを実行した者
※ 職員の異動、業務繁忙期（例：国会開会中）、利用画面の改修、利用者の習熟度向上等により利用状況が変動した可能性あり。 
※ 源内の利用登録を行っているデジタル庁職員について、2025年５月から７月までの間のユースケース別の利用人数。期間中に一度でも生成AIを実行した人数をカウント

●「GeminiPlayGround」：
AI+web検索機能（AIがweb検索を行い、チャット（対話型AI）では反映されない最新のニュースなどを反映した回

答を返す機能）
●「ダイアグラム生成」：

フローチャート図の作成機能を有する。
●「ユースケースを作る」：

用意されているテンプレートのプロンプトを任意に変更することで、自身に合ったアプリにマイナーカスタマイズ
できる機能
●「ウェブコンテンツ抽出」：

ウェブサイトのURLを入力すると、そのウェブサイトに掲載されているコンテンツを抽出する。
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これらのスケジュールは現時点の予定です。今後変更になる可能性があります。

源内の概要や

今後のスケジュール

について

全省庁向け説明会を

開催

一部省庁と連携して

源内の展開（移植）

方法を検証・確立
（“リリース1.0”と呼称）

2025年８月（実施済） 2026年１月以降（予定） 2026年度以降（予定）

6

今後の取組（政府・地方公共団体への展開（移植））

¸社会全体へのAI実装の促進に向け、デジタル庁として率先してAIの活用を推進
¸デジタル庁は今後、政府及び地方公共団体の生成AIの実装を推進するため、ガバメントAIの一部として、

源内の検証実績と経験の共有を進めるとともに、官民連携によるAIエコシステムを形成

ü希望する行政機関への源内

の本格展開（移植）

üデジタル庁での検証実績・

経験の共有と、官民連携に

よるAIエコシステムの形成
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üデジタル庁生成AI利用環境（プロジェクト名：源内（げんない））について

Å令和７年５月から、デジタル庁では全

職員が業務への生成AI利用が可能な環

境に

Åデジ庁ポータルサイトからシングルサ

インオン（SSO）かつ機密性２情報の

取扱いが可能

Å庁内の利用検証を経た上で、今後、デ

ジ庁以外の行政機関にも同様の環境を

ガバメントAIの取組として提供予定

デジタル庁における生成AI利用環境の提供

※ 2025年８月８日時点
※ 図示の画面は庁内専用ポータルであり、外部からのアクセスはできません。

生成AI利用環境（源内）のポータル画面



源内を通じて実行可能な生成AI

9

＋

汎用AIアプリ 行政実務用AIアプリ（※）

〇チャット（対話型AI）

〇文章作成

〇要約

〇校正

〇翻訳 など

※2025年８月時点ではAWS社の「Nova Lite」、Anthropic
社の「Claude3 Haiku、Claude3.5 Sonnet」の３モデルか
ら職員が選択可能。今後、モデルの追加・更新を予定。

〇Lawsy（法制度調査支援AI）

〇国会答弁検索AI

〇公用文チェッカーAI

〇旅費等内部管理業務共通システム （SEABIS）
のヘルプAI

〇電子決裁システム（EASY）ヘルプAI

など

※デジタル庁職員が内製開発。
※職員が効率的・効果的に業務を進めることができるよう、

目的・用途ごとに構築された特化型のAI。
※2025年８月８日時点では20種類の行政実務用に特化したAIが利用可

能。今後も追加予定。

¸デジタル庁では、汎用的AIと行政実務用AIの両面でAIアプリを幅広く取りそろえ、職員に提供しています。



Â Ḳ

 Lawsyṕ AIṖḲ

AI e-LAWS

 ṕ AIṖḲ

Â Ḳ

ṕSEABISṖ Ḳ

SEABIS FAQ FAQ AI

 ṕEASYṖ Ḳ

EASY FAQ FAQ AI

 ṕ AIṖḲ

AI

Â Ḳ

 Ḳ

 AIḲ

AI 4 1 AI

 Teams ṕWeb Ṗ Ḳ

Teams

Â Ḳ AI

 Ḳ 

AI AI AI

生成AI利用環境（源内）で提供されている行政実務用AIアプリ（一部）
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デジタル庁内では、源内の利用状況をダッシュボードで確認可能

11

※ デジタル庁内全体での源内利用は2025/5/7から
※ 画面は庁内専用であり、外部からのアクセスはできません。

（※）「ユニット所属」とは、デジタル領域に専門性を有する民間専門人材等（行政官以外）のデジタル庁職員が属するもの
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1.源内の利用状況：利用人数の推移（週別）

13

5月 6月 7月

※ 利用人数：源内の利用登録を行っているデジタル庁職員であって、かつ、その週に一度でもプロンプト入力等により生成AIを利用した人数

※ 職員の異動、業務繁忙期（例：国会開会中）、利用画面の改修、利用者の習熟度向上等により利用状況が変動した可能性がある。
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2.  源内の利用状況：利用回数の推移（週別）
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5月 6月 7月

※ 利用回数：源内の利用登録を行っているデジタル庁職員がその週に生成AIに入力した１プロンプト等を１単位とする回数

※ 職員の異動、業務繁忙期（例：国会開会中）、利用画面の改修、利用者の習熟度向上等により利用状況が変動した可能性がある。



3.  源内の利用状況：ユースケース別の利用人数（アプリ別）

15
※1 上記は利用者数の多かった上位10アプリについて掲載
※2 源内の利用登録を行っているデジタル庁職員について、2025年５月から７月までの間のユースケース別の利用人数。期間中に一度でも生成AIを実行した人数をカウント

「Gemini PlayGround」：
AI+web検索機能（AIがweb検索を行い、チャット
（対話型AI）では反映されない最新のニュースなど
を反映した回答を返す機能）

「ダイアグラム生成」：
フローチャート図の作成機能を有する。

「ユースケースを作る」：
用意されているテンプレートのプロンプトを任意に
変更することで、自身に合ったアプリにマイナーカ
スタマイズできる機能

「ウェブコンテンツ抽出」：
ウェブサイトのURLを入力すると、そのウェブサイ
トに掲載されているコンテンツを抽出する。
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4.  源内の利用状況：利用回数の分布状況（利用回数別の人数）

16※ 源内の利用登録を行っているデジタル庁職員について、2025年５月から７月までの間の利用回数別の人数分布
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1.審議官級以上 2.課長級 3.室長級 4.課長補佐級 5.係長級 6.係員級 7.民間専門人材

利用なし 10回未満 10回以上50回未満 50回以上100回未満 100回以上200回未満 200回以上

5.  源内の利用状況：デジタル庁職員の職制上の段階別の利用回数の分布

17
※ デジタル庁全職員（行政人材及び民間人材）の2025年５月から７月までの間の利用回数別の人数分布。行政人材については、職制上の段階別とした。
※ 利用回数：源内の利用登録を行っているデジタル庁職員については、生成AIに入力した１プロンプトを１単位とする回数（のべ）
※ 「審議官級以上」～「係員級」は行政官（常勤職員）、「民間専門人材」はデジタル領域に専門性を有する民間専門人材等（非常勤）
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デジタル庁職員に対して源内の利用アンケートを実施

アンケート概要

Å 目的：生成AI利用環境（源内）を庁内にリリースしてから3か月間（2025年５月から7月）の利用期間を経て、

デジタル庁職員の意見や今後の改善事項を収集する目的で実施

Å アンケート実施期間：2025年7月31日～2025年8月5日

Å 回答人数：110人（源内を利用していない職員を含む。）

Å 取得方法：Microsoft Formsによるアンケート

Å 設問：８問

# 設問

1 源内の利用頻度を教えてください。

2 源内は業務の効率化にどの程度寄与していますか？

3 源内の全体的な満足度を教えてください。

4 今後、業務において源内がどの程度必要だと感じますか？

5 源内を使って「ここが良い」「役に立つ」と感じた点を教えてください。

6 源内について、困っている・改善してほしいと感じた点があればご記入ください。

7 源内を利用したことで、業務がどのように改善しましたか？具体的なエピソードや効果があればご記入ください。（任意）

8 今後、源内に追加してほしい機能やサービスがあればご記入ください。（任意）

19



問２：源内は業務の効率化にどの程度寄与していますか？ 

（単位：人）

Å源内の利用頻度は、「週に数回」の回答が49人（44.5％）で最多となった。

Å「業務効率化」の寄与度は、「ある程度寄与している」の回答が63人（57.3％）で最多で、「非常に寄与している」

の回答24人（21.8％）と合わせると、 「寄与している」が110人中87人（79.1％）と、 全体の約８割を占めた。

問１：源内の利用頻度を教えてください。（単位：人）

源内の「利用頻度（問１）」と「業務の効率化の寄与度（問２）」

アンケート結果

20

ほとんど利用していない, 9 まったく利用

していない, 

3

月に数回, 18

週に数回, 49

毎日, 31

あまり寄与し

ていない, 14

ある程度寄与

している, 63

全く寄与して

いない, 3

非常に寄与し

ている, 24

分からない／

該当しない, 

6

回答総数：110人



平均値：４．２（5点満点中）※少数第２位繰上げ平均値：３．７（5点満点中）※少数第２位繰上げ

問３：源内の全体的な満足度を教えてください。

源内の「満足度（問３）」と「業務の必要性（問４）」

アンケート結果

問４：今後、業務において源内がどの程度必要だと感じますか？

21

回答総数：110人

（単位：人）（単位：人）



情報整理・検討支援に関する回答

Å 検討する際に壁打ち相手として役立つ。

Å 自分の考えの整理、検討すべき点の不足の確認、新たな考え方の提示等において有意義さを感じ
る。

Å 情報検索に役立つ。特に様々な視点で気づきを与えてくれるところが良い。インテリジェンスを
磨くのに役立つ。

Å 処理が速いので、取り急ぎざっくりと物事を確認したいときに役に立つ。

Å LLMを切り替えて同じ質問をし、回答が一番よいLLMで継続できる使い方が便利。

Å 企画を考える上でのブレインストーミングや自分の考えをまとめたりするために情報の整理がで
きて大変便利。また、企画書や報告書作成のための文章の校正やアンケート結果の分析など日々
の業務の効率化に役立っている。

Å チャットでの考えの整理(壁打ち)と会議のサマリをしてもらっており、時短になるので助かる。

Å よりよい表現への変更提案をニュアンスとともに“複数提示”させるのに役立っている。いったん
AIと壁打ちして意見の精度を高める方法に使っている。AIなので気兼ねなく何回もリテイクでき
て、出力結果に対し「60点なので80点にして」といったプロンプトも試せるのが良い。

Å 骨太や重点計画など政府決定文書を読み込ませた上で、「〇〇に関連する内容を抜粋・整理して
ほしい。その際、ページ番号も教えて」とチャットで投げかけると、これに即した内容を抜粋し
てくれるなど、ボリュームのある行政文書を読む・整理する手間の省力化につながった。

業務効率化に関する回答

Å 分かりやすく簡潔な説明文書を作成するときに役立っている

Å 文章の要約や技術文章の翻訳に便利。

Å 膨大なwebに公開されている英語ドキュメントの要約などに役立つ。

Å 文章校正が苦手なので、まず源内に校正してもらうことで時間短縮になった。自分や他の職員の
手間をかけることが減ったと思う。

Å セキュリティ要件の文章校正に役立っている。

Å 添削は本当にいつもお世話になってます。

Å 文章の改善に役立っている。

Å メールやSlackの返信で、言い回しや伝え方に悩んだときに自動で生成してくれるので役に立っ
た。

Å 他の職員に依頼せずに校正や推敲を済ませられる。

Å 公用文としての体裁を整えるのに役に立っている。

Å 着任して1か月も経っていないので、聞きなれない専門用語が多々あり、その専門用語の検索に
役立っている。

問５：源内を使って「ここが良い」「役に立つ」と感じた点
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Å 国会答弁検索は、URLや審議日時付で検索結果を表示できるのはとても有効。

Å 単なる機械翻訳サービスと違って、既存の表現例やシソーラスをプロンプトに含めることで、最
初から望ましい英訳を生み出せる。他人に依頼するよりも、低コストかつ迅速に対応できて、開
発効率と英語対応の品質が上がっている。

Å 文章の整理作業に役立った。主に、打ち合わせをした際にメモを取り、そのメモを議事録風にま
とめてもらい、再度こちらで推敲する、ということで活用した。

Å 面接においてTeamsの文字起こしした内容を要約することに使っている。大変分かりやすく要約
してくれるので、面接時は相手の話を聞くことに集中できる。

Å トランススクリプトからの議事録作成として、要点の整理などに役立つ。

Å 会議のポイントを抽出し、簡潔にまとめてくれる。 文章の校正に役立つ。

Å 内部文書を扱えるため、ページ数の多い内部文書の要約などに使用できる。

Å 機密性2を扱うことができるシステムであるため文章翻訳のたたき台の作成等に役立った。

Å エラー発生時、エラーコードを元に原因の特定が早くなった。

Å 開発時にエラーメッセージを要約してくれたり解決策を提案してくれるので、デバッグがスムー
ズになった。サンプルプログラム等も作成してくれるので、開発のスピードが上がった気がする

知識習得・学習支援に関する回答

Å エクセルやアプリについて、使用方法をわかりやすく教えてくれる。

Å 知識が全くない法令に関する業務において、調査の取っ掛かりを作るのに非常に有効。

Å Lawsy(法令Deep Researchツール)が素晴らしい。知識不足の法律について知識の底上げをして
くれているイメージ。

Å 省令策定作業を行っており、ある事柄を条文に落とし込む際、どのような文章が考えられるの
か、そしてその根拠等、lawsyでヒントをもらえ、ひとつひとつ調べる手間が削減されている

Å ヘルプAI系はシステムの使い方を調べる際に役立っている。

Å SEABIS操作方法等について各マニュアルを確認せず解決できたので大変助かりました。

創造支援に関する回答

Å ダイアグラム生成は、結構、的を得た図を返してくれると思う。 サンプルがあるのがありがた
い。

Å AI画像作成を活用している。プレゼンテーション用の画像を作成した。

Å 複雑なExcel関数を組む際に利用した。こういうことがやりたい、インプットはこのシートから
持ってきてほしい、など前提を伝え、式を提案してもらった。Web検索するよりも、実態に即し
た内容を提案してくれるので役立っている。(例：セルA10にある内容を～、など指定している)

Å コードから設計書のテンプレートを作成することに利用した。完全に作成はできませんが、
ドラフトとしては十分なものを作成することができ作業効率が高まった。

※ 自由記述の回答から抜粋し、一部は加工の上で掲載（回答者110人 、必須回答）



Å いろいろな機能(窓口)があるが、乱立している印象です。とりあえず目についたものに入力してみ
ましたが、源内の他の機能を使って比較するなどは時間の関係上できていません。

Å 自分の仕事においてもっと有効な使いかたがあるのかも知れないが、使いかたが分からない。事例
集のようなものはないか?何ができて、何ができないのかを明確に教えてほしい。

Å 文書要約の際、どの部分を活かして要約したのかわからないので、根拠も教えてほしい。

Å 可能であれば、より新しいモデルを利用したい。

Å モデルが古く力不足に感じてしまう。処理できるトークンも多くないため、文字起こしを議事録に
まとめてもほとんど中身がない。

Å 3種類のチャットが用意されているが、どのモデルを使用したら最適解が得られるのか分かりにく
い。

Å LLMのモデルが若干古く、(個人で業務外で使っているLLMと比べて)チャットの回答の品質があま
り良くないと感じるときもある。

Å チャットでは最新のモデルを利用したいと思う。

Å もう少し対応で来る文章の長さが長くなると嬉しいと思う。

Å 添付ファイルの容量をもっと大きくしてほしい。20MBや30MBにしてほしい。

Å 議事録の品質が十分ではないと感じている。

Å チャット機能を使って源内からの回答が自動的に下にスクロールする設定のオン・オフ機能がある
と便利だと思います。既にあるのであれば、申し訳ございません。

Å ある程度文章は書けるが、Word、PowerPoint、Markdown、Slackのcanvasなどの気の利いた
フォーマットに落とすのに苦労しているため、そのような支援があると嬉しい。考えていることを
見やすく組織的にドキュメンテーションできるような支援があると大変ありがたい。

Å 翻訳機能については、ファイルごと渡して翻訳できるとよい。可能であれば、加工可能なファイル
形式で出力してほしい。

Å 表示される文章の正確性が高くないことがある。具体的な参照先を示しても、誤った回答が出るこ
とがある。

Å 回答の内容が、他の生成AIツールと比べて物足りないと感じることがある。具体的に何が物足りな
いのかは言い難いが、そのような感触を持つことがある。

Å 千行単位のスクリプトコードを出力することができないと感じる。

Å ファイルを入力して内容を処理してもらえると助かるが、どこまで読み取れているのかわからず、
うまく処理できている結果とも感じられない。

Å 機能の詳細が理解できていない部分があり、最大限の活用ができていない。最新のLLMの方が正確
な回答を返してくることが多いと感じている。

問６：源内について、困っている・改善してほしいと感じた点
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Å 翻訳機能が十分ではないと感じている。

Å PDFで数十、数百ページの英語の文書が届いた場合、源内で翻訳すると一部しか翻訳できず、ファ
イル単位での翻訳ができないことが課題だと感じている。

Å 担務割り当てAIについて、元データが粗雑であると思われ、あまり役に立たないと感じている。

Å 時折、情報が古かったり、存在しないメソッドなどを表示してくることがある。

Å マルチモーダル対応が限定的であり、例えばPDFなどの資料を添付したいが難しいと感じている。

Å 考える過程が表示されないため、ウェブ上の調査などの目的で利用するには透明性が欠けていると
感じている。

Å ウェブの調査を行う際のソース情報が表示されないことが課題だと感じている。

Å 不正確な回答を正しい事実であるかのように述べることがあり、困っている。

Å 例えば、マインドマップを作成するときは、ビジュアル感をもう少し強めた方が使いやすいと思い
ます。

Å どのような場面でどの機能を使えばよいかわかりづらい。普段「チャット」機能しか使っていない
が、メール文作成などの場合は「文章作成」機能を使ったほうがよいのかもしれないと思うもの
の、実際に使えていない。

Å リサーチに使うことが多いので、Deep Research的な機能が実装されたらありがたい。

Å どうしても、私的に使っている環境と比較してしまうのがもどかしい。

Å 画像生成AIは何となくほしいイメージが得られないことが多い。コツがあれば知りたい。

Å 文章作成のクオリティがまだまだ低いなあと思います。庁内共有用の議事録作成等であればいまの
クオリティでも大丈夫なのですが、たとえばデジ庁noteの記事作成をやりたくても、返ってくる文
章が読みづらく、自分で書いた方がいいかも?と思うことがあります。

Å 検索や文書作成の際に、出典の明示を求めても満足に返してくれない。

Å 基本機能とされているチャットや校正、要約など、どの機能を使えば最も適しているのかが分かり
にくい。これはトライ&エラー、試行錯誤、ハンズオンを繰り返さなければいけないものだが、こ
れだと自分で対応した方が早いとなり、使わなくなってしまう。

Å 国会議事録検索は、学習データ元となる国会議事録検索データへの国会衆参事務局による反映にタ
イムラグ(おそいものは、委員会開催から1か月以上経過してからネット上に議事録反映)が生じて
おり、最新のデータによる検索ができないのがネック(どうしようもない問題かもしれないが、国
会議事録ではなく、動画の方が反映が早いのでそこの映像分析でスクリプトを引っ張ってくれば、
より最新の議事録検索機能となるかもしれない)。

Å 画像生成AIで生成した画像を外部向けに使ってしまって良いものかルールが分かりにくい。

※ 自由記述の回答から抜粋し、一部は加工の上で掲載（回答者110人 、必須回答）



問７：源内を利用したことによる業務改善効果、具体的なエピソードや効果(任意)
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Å 長大な文書を読む際に要点を絞ることで、効率化につながります。

Å メモ書きから議事録にまとめる作業が1回あたり10分程度短縮されました。

Å 事業者向けのパンフレットの冒頭のキャッチフレーズについて適切な提案をいただきました。

Å コードのサンプルを簡単に作成できますが、信頼性に課題があります。

Å データモデルの作成やデータ標準のガイドラインの評価を行うことで、時間短縮が半分以下とな
り、正確性も向上しました。また、作業に伴う疲労も軽減されました。

Å リサーチ業務の効率が向上しました。

Å 海外文献を扱う業務に取り組めるようになりました。

Å 自分の考えの整理や、膨大な英語ドキュメントの要約に役立っています。

Å VBAマクロの作成が可能となり、業務に役立っています。

Å 決まったフォーマットのExcelファイルから特定のセルの値を抜き出すVBAマクロを作成すること
で、1マクロあたり数時間程度の作業時間を短縮できました。

Å マクロ作成に長時間を要する場合は上長の許可が必要ですが、AIを活用して短時間で作成できた
のであれば、事後報告でも問題ないと考えられます。このようなAIツールの活用は有意義です。

Å レビュー業務において、ストレートな指摘は受け入れにくい場合がありますが、レビュイーに受
け入れられやすい表現に変更することで、コミュニケーションが円滑化し、品質向上につながり
ました。

Å 内製開発アプリのUIの英語翻訳において、既存の表現例やシソーラスをプロンプトに含めること
で、望ましい英訳を生成できるため、非常に役立っています。これにより、翻訳業者への発注や
英語堪能な社内リソースへの依頼と比べ、低コストかつ迅速な対応が可能となり、開発効率と英
語対応の品質が向上しています。

Å 主に画像作成を学習していますが、AI技術の中で初心者でも楽しく活用できる分野だと感じてい
ます。AI導入の良いきっかけになりました。

Å Notion等への情報共有・蓄積のための文章作成に活用しています。これにより、情報共有が円滑
になり、コミュニケーションミスが減少しました。

Å Slackでの文章作成において、自身の文章を改善することで、分かりやすさの向上や議論の活発化
を防ぐことができ、コミュニケーションが円滑になっています。

Å 公式文書の内容を要約したり、質疑応答を行うことで、自身で文書を読み込む時間を削減できて
います。

Å 知らない業務に対する足がかりとなるため、業務への取り組みが迅速になっています。今後、AI
の性能向上に伴い、属人的な基礎知識の格差が解消されていくと考えられます。

Å コードから設計書のテンプレートを作成することに活用しました。完全な作成はできませんが、
ドラフトとしては十分なものを作成することができ、作業効率が向上しました。

Å メールの文章作成に要する手間が削減されました。

Å ヘルプAIを活用することで、システムの情報を調べる際に役立っています。自身でマニュアルを
確認する場合と比べ、1回あたり30分、1時間程度の作業時間を削減できているかもしれません。

Å 事業者が対応している議事録作成において、ツールを活用して作成したたたき台を利用していま
す。効果測定はまだ行っていませんが、週5回の会議で本対応を行っているため、相当数の作業効
率向上が期待できます。

Å 事業者が作成した議事録とトランスクリプトを比較し、抜け漏れのある観点がないかどうかなど
を確認するために源内を使っている。週2時間くらいは削減されていると思う。

Å パワーポイントの資料イラストをツールを活用して作成しています。思い通りの絵にならない場
合もありますが、以前と比べて選択肢が広がった感があります。

Å イラストを探す時間も週1時間程度短縮できたと考えられます。

Å これまでは法律の専門書を徹底的に読む必要があったが、Lawsyの活用により、法律の全体理解
が容易になりました。

Å 効率化以上に、一定程度ロジカルな検討や照会の品質向上に効果があると感じています。

Å 現在はSEABISについてのみ活用していますが、マニュアル検索時間の短縮により、業務効率化が
図れたと考えています。

Å 開発プロジェクトの初期設定は魑魅魍魎としているが、最近の推奨設定を解説付きで出力させる
ことで、設定周りで1日をつぶすということが少なくなった。

Å 短縮されたというよりも、やれていない優先度が低めのものが生成AIでサクッとできるところが
よいです。(個人的な議事メモなど)

※ 自由記述の回答から抜粋し、一部は加工の上で掲載（回答者49人、任意回答） 



問８：今後、源内に追加してほしい機能やサービス（任意）
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1. 業務プロセス改善に関する希望

Å業務プロセスの実証実験

Å業務の標準化とAIによる業務改善

Å業務の自動化(照会業務の自動化など)

2. ファイル・文書処理に関する希望

Å幅広いファイルフォーマットの読み込み

Åパワーポイント資料の生成

Å業務フロー図の生成

Å画像解析と文字起こし

Å複数ファイルの統合

Åファイルの差異抽出

Å有価証券報告書の記述情報審査

Åログデータの整形

3. コラボレーション・共有に関する希望

Å開発情報の共有の場の提供

Å複数名でプロンプトを共有する機能

Å出力結果の共有機能

4. エージェント機能に関する希望

Åディープリサーチ機能およびエージェント機能

Å AIエージェント機能

Å文章推敲支援機能

5. 業務支援機能に関する希望

Åイベント段取りチェッカー

Å調達仕様書作成

Å仕様書に関するFAQ作成

Å技術的課題の洗い出し

Åデータベースの横断検索

Å国会答弁検索

Å庁内の課題に関する質問

Å調達テンプレート出力

Å BYOD端末からの利用

Å PMO業務の類似質問・回答検索

Å行政官向け業務仕様・RAG機能の追加開発

Å事務メール返信や予定調整

6. 開発支援機能に関する希望

Åエンジニア向けの機能開発

Åコード生成機能

Åコマンドラインインターフェース やAPIからの呼び出し

7. 言語処理に関する希望

Å翻訳機能の強化

Åアップロードファイルの翻訳

Å言語変換機能

8. その他に関する希望

Åチャット機能の改善と性能向上

Å不正会計発見機能

Å相場操作抽出機能

Å国会答弁チェック機能

Åスライド作成機能

Å外部サービスとの連携機能

Å Excel関数提案機能

※ 自由記述の回答から抜粋し、一部は加工の上で掲載（回答者43人、任意回答） 
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（参考）政府・地方公共団体へのAI実装に向けた政府方針
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